
基礎の基礎 単位の意味、素材や構造、これらは、フネを理解する
うえで最初に知っておくべき事柄です。どんなフネを
選ぶにしても、まずはここから確認しておきましょう。

　フネを選ぶ基準は人それぞれですが、
予算も時間もいくら使ってもかまわないか
ら、とにかく気に入ったものを、という方
は少ないでしょう。多くの方 は々、限られ
た予算の中で自分の考えるボーティング
のスタイルを実現するため、最も適したモ
デルを選ぼうと、いろいろ試行錯誤をな
さっているはずです。
　ただ、そのためには、自分自身が楽し
みたいとするボーティングのスタイルを、ご
く具体的かつ現実的なかたちで想像す
る必要があり、そしてそのためにはある
程度の知識が必要です。

＊
　プレジャーボートの用途を考える場合、
よく見かけるのは、まずそれを「クルージ
ング」と「フィッシング」という2 つに分け
る、ということでしょうか。
　しかし、実際に世の中のフネが、たと
え大まかにでもこの 2 種類しかないかと
いえば、そんなことはありません。
　たとえば、水上スキーやウェイクボード
のためのトーイングボートのほとんどは、
それ専用に特化したものであり、クルー
ジングボートでもフィッシングボートでもあ
りません。たしかに、軽食や飲み物を積
みこんで、ちょっとしたデイクルージングに
出かけることはできるでしょうし、ルアーと
ロッドを持ち込んで、キャスティングなどを
楽しもうと思えばできなくはありませんが、
それはフィッシングボートでクルージングに
出かけたり、クルージングボートでフィッシ
ングに出かけたりするのと同じです。
　ポンツーンボートやハウスボートのよう
に、航走能力に関してはせいぜい「移動

できる」という程度ながら、水上で楽し
く過ごすのに最適なタイプのフネというの
もありますし、ハイパフォーマンスボート
のように、航走能力を第一に考えたボー
トもあります。
　ボーティングのスタイルを少し具体的に
考えただけでも、「クルージング」と「フィ
ッシング」という、ふたつの概念だけで
ボーティングをとらえるのが難しいことは
分かるでしょう。

＊
　「何がしたいのか」は、できるだけ具
体的なかたちで考えないと、あまりフネ選
択の役には立ちません。
　「フィッシングをしたい」では、まだ大
雑把過ぎます。キャスティング、ジギング、
トローリング、深場を狙った釣り、浅瀬で
の釣り、流し釣り、ふかせ釣り……など
など、フネで楽しむ釣りにもいろいろあり
ます。それぞれの釣りに適したフネの特
性やアレンジは異なったものですし、釣
行する海域によって、フネに要求される
性能や航行範囲も異なります。
　なかには、とても一般のプレジャーフィ
ッシングボートでは出かけられない海域
での釣りというのも存在するわけで、どう
してもそこでのフィッシングを楽しみたいと
いうことであれば、これはもう、プレジャ
ーボート購入は中止し、そのための費用
を他の方法での釣行にまわしたほうが、
よほど楽しい釣りができるかと思います。
　もちろん、できるだけ具体的に考える
必要があるというのは、フィッシングに限
ったことではありません。
　とはいえ、これからフネを購入しようと

いう方にとっては、フネの使い方を具体
的に想像できない部分というのもあるで
しょう。これはもう、やむを得ないところ
です。ただ、ほとんどの場合、そうやっ
て想像し切れなかった部分が後悔につ
ながったりする可能性はあるわけで、そ
ういうリスクを減らしたければ、その分、
最初にいろいろと悩み、考えておくしかあ
りません。

＊
　フネを選ぶに際しては、必ずその予算
にある程度の余裕を持っておくことが必
要です。
　どんなに考え抜いて購入したフネでも、

「ここをこうしたら」「あそこをそうしたら」
という個所が出てくることはたしかです
し、艤装品や航法機器の中には、実際
にそのフネを使ってみてから思いつくもの
もあるでしょう。
　購入したフネにいろいろと手を加え、
艤装を追加して、自分なりのフネを作り上
げていくのもボーティングの楽しみですか
ら、それを楽しむことができるかどうかと
いうのは、もっぱらフネ購入後に残ってい
る予算によります。
　航法機器などは、フネを購入する段階
で装備していることも少なくないはずで
す。また、あらかじめ必要と思えるオプ
ション装備や汎用艤装品なども、フネを
購入する際、併せて購入するのが普通で
しょう。それでも、どこかしら手を加えた
くなるのが、フネという乗り物の面白いと
ころです。
　具体的にどのくらい予算の余裕を見て
おくかというのは、フネによりけり、サイ
ズによりけりですから、一概にいくらとい
うことはできません。ただ、その気になっ
てあれやこれやを改装し、艤装品や航
法機器を追加していくと、事前に考える
よりも費用はかかるものです。
　国産の小型艇の場合には、そもそも
の標準装備がシンプルなことや、日本国
内における艤装品や航法機器が決して
安いものではないことなどもあり、もう1
艇、同じフネを購入できるくらいの費用が
かかったという例は、実のところ、けっこ
うあったりします。

5 選ぶ フネを直感で選ぶというのも、もちろん大いにアリです。
ただ、考えられることは、あらゆる想像力を使って考え
てください。意外な結論に発展する可能性もあります。
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